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令和７年度　入学試験問題出題者講評

学校推薦型選抜　小論文

　幼児期に大人から掛けられて嬉しかった言葉や対応について、体験を踏まえて答えなさい。
　また、嬉しいと感じた理由と、子どもたちに関わる際にその体験をどのように還元させていきたい
と思うか書きなさい。

（600 字以上 800 字以内）
１　出題の意図（形式・傾向）
　出題のねらいは、①出題の意味を正確に把握しているか、②課題を自分の考えで論じているか、③
適切な段落構成で論理的に展開できているか、④正しい言葉や用語、文字を使用し、適切な文章表現
か、⑤原稿用紙の使い方が適切で、丁寧な字で指定された字数内で論じているか、という 5 点をみる
ことにある。
　配点率は、論理能力（論旨の明確さ、着眼点）が 6 割、構成（段落構成、章立て）が 2 割、表現力

（文章表現の豊かさ）が 2 割である。誤字、脱字、仮名遣いの間違い、字数の増減については減点と
なる。

２　採点後の講評
　今回の出題は、大人の子どもに対する関わり方が、その後の子どもの育ちに与える影響について論
じることを求めた問題である。子どもが周囲の大人から良い関わり方をされれば、自らが大人になっ
た際に思いやりのある良好な関わり方をするであろうし、より良い大人の存在が、良いモデルとなっ
て基本的な信頼関係を形成する際の基となっていく。
　今回の平均点は 74 点であり、昨年度と比較して高い結果となった。要因として、幼児期の実体験
について、表現力豊かにエピソードを交えながら論じていたことが考えられる。出題の意図も把握で
きており、誤字、脱字も少なかった。

− 1 −



総合型選抜（併願制）　小論文

　幼児の生活の大半は遊びであると言われ、その遊びを通じて多くのことを学びます。幼児は遊びの
中でどのようなことを学んでいると考えますか。
　また、そのためには、どのようなかかわりが必要であるか具体例を挙げて述べて下さい。

（600 字以上 800 字以内）
１　出題の意図（形式・傾向）
　出題のねらいは、①課題の意味を正確に把握しているか、②課題を自分の考えで論じているか、③
自分の考えを適切な段落構成で、論理的に展開できているか、④正しい言葉、文字を使用し、文章表
現の仕方が適切であるか、⑤原稿用紙の使い方が適切で、丁寧な字で指定された字数の中で論じられ
ているか、の 5 点をみることにある。
　配点率は、論理能力（論旨の明確さ、着眼点、独自性）が６割、構成（段落構成、章立て）が２割、
表現能力（文章の豊かさ）が２割である。そして誤字、脱字、仮名遣いの間違い、字数の増減等につ
いては減点となる。

２　採点後の講評
　問題は、「幼児の生活の大半は遊びであると言われ、その遊びを通じて多くのことを学びます。幼
児は遊びの中でどのようなことを学んでいると考えますか。また、そのためには、どのようなかかわ
りが必要であるか具体例を挙げて述べて下さい。」ということで、まずは「遊びの中でどのようなこ
とが学び」となるのかを考え、その上でその学びが得られるためには「どのようなかかわりが必要で
あるか」について具体例を挙げて答えることが求められている。
　「遊びの中でどのようなことが学び」として考えたらよいのかについては、自分自身が子どものこ
ろに遊んで体験したことを考えると容易に想像ができるはずである。例えば、虫取り、おうちごっ
こ、鬼ごっこ等はほとんどの子が経験していることと考える。虫取りなどは捕まえたけどそのままに
して死なせてしまったり、飼うためにはその虫の餌が必要ということを学んだり、虫によって違うこ
とを学んだりする。おうちごっこや鬼ごっこでは、友達と一緒に遊ぶ中で、自分の思いを相手に伝え
たり、相手も気持ちを聞いて理解したり、遊びを進めていくうえで話し合って決めていくといった人
とのかかわり方を学ぶ。
　遊びからの学びは、回答者のそれぞれの遊びの体験から、何が学びになるのかを考えることが必要
であり、例えば知識を得る、人とのかかわり方、物の使い方等が遊びをとおして学びになっているこ
とと関連付けて考えることが必要である。これが提示できれば、その事例で学ぶ助けとなるかかわり
を考えれば良い。
　今回の平均点は、60 点満点中 37 点であり、100 点に置き換えた場合 61.6 点であった。上記の観点
を抑えて論じていたものは高得点となっていたが、得点が低かったものは、取り上げた遊びから学ぶ
ことの観点がずれてしまったことにあり、そのあとの学ぶ助けとなるかかわりについて具体的に示さ
れなかった。今回の問題は、具体的な遊びや状況について提示されていないので、いかに自分の体験
を振返って答えを探し出すかがポイントになっている。問題を見たときに、何について問われている
のか、自分の考えの根拠となる具体的な事柄は何かを整理して考えることが望まれる。
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一般選抜　国語

１　出題の意図（形式・傾向）
　国語の入試は、「現代の国語」と「言語文化」の内容を出題範囲としている。
　設問は大きく三つからなり、それぞれの問題構成は、設問〔一〕が問一から問六までの 6 問、設問

〔二〕が問一から問五までの 5 問、設問〔三〕が 1 問となっている。
　設問〔一〕は、『脳の闇』（中野信子著）から出題した。問題は、漢字の書き取り 5 題、読み取り 5
題で語彙力を、5 択の選択問題 1 題と記述問題 2 題で読解力を、指定した語句を用いて文章を作る問
題 1 題で文章表現力を主に問うた。
　設問〔二〕は、『ラインのほとり−旅と音楽−』（小塩節著）から出題した。問題は、漢字の書き取
り 5 題、読み取り 5 題で語彙力を、5 択の選択問題 2 題で読解力を、字数指定による記述問題 1 題で
文章表現力を主に問うた。
　設問〔三〕は、『絵本とは何か』（松居直著）から出題した。問題は、160 字から 200 字以内で筆者
の指摘する内容についてまとめる記述問題 1 題で、読解力や文章表現力を主に問うた。
　合計 100 点の配点は、設問〔一〕を 45 点、設問〔二〕を 35 点、設問〔三〕を 20 点とした。

２　採点後の講評
　今回の国語の平均点は、73.5 点（昨年度の平均点は 77.8 点）で、そのうち最高点は 82 点、最低点
は 58 点であった。
　設問〔一〕と設問〔二〕で出題された漢字の書き取りと読み取りの問題は難易度がそれほど高くな
いと思われるものの、書き取りの問題の方で誤答が目立った。
　設問〔一〕の短文を作る問題は正答が多かった。設問〔一〕と設問〔二〕共に、字数指定の記述問
題は、正答に近い回答が多かったものの、選択問題では誤答も若干みられた。
　設問〔三〕の記述問題は、正答に近い回答が多かった。
　今回の国語の入試問題では、昨年度と同様に漢字の書き取りと選択問題による得点の差があった。
受験者の文章をまとめる力や自分の言葉で表現する力を確認した一方で、漢字の書き取りと内容の読
解力において課題がみえた。　　
　これからも読書に親しみ、文章を書く事で言葉への感性を磨き続けて欲しい。
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令和５年度〜令和７年度　学校推薦型選抜　小論文

年　度 幼　児　教　育　科

令和 7 年度

　幼児期に大人から掛けられて嬉しかった言葉や対応について、体験を踏まえ
て答えなさい。
　また、嬉しいと感じた理由と、子どもたちに関わる際にその体験をどのよう
に還元させていきたいと思うか書きなさい。

（600字以上800字以内）

令和 6 年度

　現代の生活において、スマートフォンやインターネットなどの利用が必要不
可欠になっています。その一方で、子どもたちが自然のなかで遊ぶ経験が少な
くなっているともいわれます。そこで、教育や保育における電子機器の効用と
自然とのふれあいについて、あなたの考えを述べなさい。

（600字以上800字以内）

令和 5 年度

　現在、教育現場では、SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開
発目標）の考え方を取り入れた実践が行われている。
　そこで学校教育の経験から地域社会でどのようなことができるのかについて、
具体的に事例をあげながらあなたの考えを述べなさい。

（600 字以上 800 字以内）

令和４年度〜令和７年度　総合型選抜（併願制）　小論文

年　度 幼　児　教　育　科

令和 7 年度

　幼児の生活の大半は遊びであると言われ、その遊びを通じて多くのことを学
びます。幼児は遊びの中でどのようなことを学んでいると考えますか。
　また、そのためには、どのようなかかわりが必要であるか具体例を挙げて述
べて下さい。

（600字以上800字以内）

令和 6 年度

　近年、子どもの遊びにおける「自由に使える時間、異年齢との関わり、空き
地や自由に出入りできる野山等」がなくなってきており、コミュニケーション
力の減少、体力低下などの子どもたちに問題が生じている。このことについて、
あなたはどのように考えるか、理由を挙げて述べなさい。

（600字以上800字以内）

令和 4 年度
　あなたが「人間関係」を形成するために、大切にしていることは何ですか。
自身の経験を踏まえて、考えを述べなさい。

（600 字以上 800 字以内）

※令和 5 年度総合型選抜（併願制）は実施なし。
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令 和 七 年 度 　 盛 岡 大 学 短 期 大 学 部 　 一 般 選 抜 　 試 験 問 題 　 国 　 語
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令和７年度　一般選抜試験問題解答例

国語　　配点 100 点
　〔一〕　問一　（a） 立脚　（b） 自制　（c） 提唱　（d） 極端　（e） 迅速
　　　　問二　（ア） きんこう  （イ） ばいかい　（ウ） くつがえ　（エ） はたん
　　　　　　　（オ） どんよく
　　　　問三　④
　　　　問四　簡易的な判断処理
　　　　問五　 彼の発言にクラスのみんなが諸手をあげて賛同し、スローガンが決定

した。
　　　　問六　  人間は、「わからない」に耐えるのが苦手で根拠のあいまいな確信を求

め、簡易的な手がかりのみで迅速に判断を下し、偏った確信をもって
しまうので、「わからない」を受け入れることが必要だということ。

　〔二〕　問一　（a） 狭　（b） 遠慮　（c） 大柄　（d） 手拭　（e）怠（惰）
　　　　問二　（ア） しさく　（イ） ちくおんき　（ウ） びょうしん　（エ） ぞうり
　　　　　　　（オ） きゅうせい
　　　　問三　④
　　　　問四　 終戦直後の食糧難の時代で、淑子夫人が育ち盛りの少年であった筆者

や友人たちの空腹を察して、気兼ねなく森家を訪問できるように配慮
したから。

　　　　問五　③

　〔三〕　問　　 読書とは、本に書いてある字が読めることではなく、書かれている内
容を理解することである。本を読むには、物語を絵（イメージ）にす
る想像力（イマジネーション）が必要で、想像力は、体験を通して獲
得されるものである。絵本にはさし絵があり、子どものイメージを助
けるため、子どもは物語の世界を絵にすることができ、一つの体験を
得る。絵本には、子どもの体験と想像力を豊かにする効果があり、読
書する力を高めるものである。

　

（2 点× 5）

（2 点× 5）
（3 点）
（4 点）

（8 点）

（10 点）

（2 点× 5）

（2 点× 5）
（3 点）

（8 点）
（4 点）

（20 点）
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